
祖
霊
・
地
母
神
へ
の
畏
敬
の
念 

 

去
る
十
月
二
十
二
日
に
田
辺
市
で
「
田
舎
暮
ら
し
応
援
県
わ

か
や
ま
推
進
会
議
」
の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

昨
年
十
月
に
は
都
市
部
か
ら
地
方
へ
の
移
住
交
流
を
推
進
す

る
全
国
組
織
「
移
住
・
交
流
推
進
機
構
」
が
設
立
さ
れ
た
の
に

呼
応
す
る
形
で
、
我
が
和
歌
山
県
に
も
受
け
入
れ
推
進
の
組
織

が
立
ち
上
が
っ
た
訳
で
す
。 

 

か
っ
て
盛
ん
で
あ
っ
た
分
譲
別
荘
の
購
入
と
、
田
舎
暮
ら
し

の
違
い
は
、
田
舎
暮
ら
し
は
、
単
に
田
舎
の
不
動
産
を
購
入
・

賃
貸
し
て
都
市
か
ら
移
り
済
む
と
い
う
の
で
な
く
、
村
落
共
同

体
の
一
員
と
な
っ
て
地
域
の
維
持
発
展
の
一
翼
を
担
う
と
い
う

「
能
動
的
行
動
で
あ
る
」
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

能
動
的
行
動
は
時
と
し
て
軋
轢
を
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

幸
い
に
し
て
、
移
住
の
現
場
で
は
、
移
住
さ
れ
た
方
・
地
元 

住
民
の
方
・
自
治
体
や
集
落
・
移
住
ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ
る
事
業

者
の
方
な
ど
、
失
敗
・
成
功
事
例
に
学
び
な
が
ら
着
実
に
現
場

力
が
蓄
積
さ
れ
、「
失
敗
し
た
田
舎
暮
ら
し
」
の
不
幸
な
シ
ナ
リ

オ
を
回
避
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
の
人
工
物
に
覆
い
尽
く
さ
れ
た
都
市
部

に
あ
っ
て
も
、
基
底
に
は
多
く
の
父
祖
・
先
人
達
の
思
い
が
埋

も
れ
て
い
ま
す
。
ま
し
て
、
自
然
が
多
く
残
さ
れ
た
地
方
部
に

お
い
て
は
、
祖
霊
や
豊
穣
の
神
（
地
母
神
）
へ
の
畏
敬
の
念
を

地
元
の
方
と
共
有
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
田
舎
暮
ら
し
成
功
の
秘

訣
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 

理
事
長 

渥
美
正
道 

新
聞
報
道
か
ら 

※
新
聞
社
名
は
伏
せ
て
記
載
し
ま
す 

 

平
成
十
九
年
五
月 

 

農
山
漁
村
の
活
性
化
の
た
め
の
定
住
等
及
び
地
域
間
交
流
の

促
進
に
関
す
る
法
律
（
農
山
漁
村
活
性
化
法
）
成
立
・
公
布 

平
成
十
九
年
十
月 

総
務
省
と
民
間
企
業
、
地
方
自
治
体
で
構
成
す
る
「
移
住
・

交
流
推
進
機
構(

英
語
名
称:Japan Organization for 

Internal M
igration

、
以
下JOIN

)

」
が5

日
、
発
足
し
た
。

JOIN

は
、
都
市
に
住
む
団
塊
世
代
の
移
住
を
促
す
こ
と
を
目

的
に
、
イ
ベ
ン
ト
や
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
通
じ
て
移
住
促
進
に

関
す
る
情
報
を
発
信
。
地
方
の
活
性
化
や
企
業
誘
致
に
つ
な
げ

て
い
く
考
え
だ
。 

平
成
二
十
年
三
月 

 

定
年
後
は
田
舎
で
暮
ら
し
た
い
。
で
も
都
会
に
も
住
み
続
け

た
い
。
そ
ん
な
シ
ニ
ア
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
移
住
方
法
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。
デ
ュ
ア
ル
ラ
イ
フ
（
二
地
域
居
住
）。
都
市
近
郊

に
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
を
持
つ
都
会
人
が
増
え
る
と
共
に
、
地
方

自
治
体
も
交
流
人
口
増
大
を
狙
っ
て
動
き
出
し
た
。 

平
成
二
十
年
七
月 

 
･･･

都
市
と
地
方 
豊
か
さ
の
再
評
価･･･ 

 

地
方
は
貧
し
く
疲
弊
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
だ
が
北
海
道

や
九
州
と
い
っ
た
、「
道
州
」
単
位
の
経
済
力
は
ベ
ル
ギ
ー
や
デ

ン
マ
ー
ク
な
ど
欧
州
一
国
に
匹
敵
す
る
。
し
か
も
地
方
に
は
豊

か
な
自
然
や
ゆ
っ
た
り
し
た
時
間
が
流
れ
て
い
る
。
都
会
に
な

い
「
資
源
」
を
再
評
価
し
、
国
頼
み
か
ら
脱
す
る
こ
と
で
、
地

方
の
未
来
は
拓
け
て
く
る
。 

平
成
二
十
年
十
月 

県
は
、
官
・
民
連
携
し
て
都
市
部
か
ら
移
住
者
な
ど
を
誘
致

す
る
「
田
舎
暮
ら
し
応
援
県
わ
か
や
ま
推
進
会
議
」
を
設
立
し

た
。22

日
に
田
辺
市
新
庄
町
の
ビ
ッ
グ
・
ユ
ー
で
設
立
総
会
が

あ
り
、
会
長
に
就
任
し
た
和
歌
山
大
学
経
済
学
部
の
橋
本
卓
爾

教
授
は
「
推
進
会
議
は
田
舎
暮
ら
し
を
し
た
い
都
市
住
民
と
誘

致
し
た
い
地
域
の
人
と
の
橋
渡
し
や
、
そ
れ
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
と
し
て
と
ら
え
地
域
活
性
化
に
生
か
す
二
つ
の
役
割
が
あ

る
。
公
と
民
が
協
力
し
先
進
地
に
し
た
い
」
と
話
し
た
。 

 

平
成
二
十
年
十
月 

田
辺
市
秋
津
の
農
業
法
人
「
秋
津
野
」（
楠
本
健
治
社
長
）
が

十
一
月
一
日
、
旧
上
秋
津
小
学
校
跡
地
に
、
農
業
体
験
宿
泊
施

設
「
秋
津
野
ガ
ル
テ
ン
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る
。
都
市
と
農
村

の
交
流
を
目
指
し
た
施
設
で
、農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
、貸
し
農
園
、

ミ
カ
ン
の
木
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
な
ど
の
ほ
か
、
地
域
と
連
携
し

た
各
種
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
お
り
、
多
く
の
利
用
を
呼

び
か
け
て
い
る
。 

             

 
わ
か
や
ま
Ｉ
タ
ー
ン
交
流
会 

 

   

会会会
報報報

「「「
ＫＫＫ
ＩＩＩ
ＪＪＪ
ＵＵＵ
」」」   

   
   

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

Ｉ
タ
ー
ン
交
流
プ
ラ
ザ 

３３３ 号号号   

2008年 12月 

秋津野ガルテン 
TEL 0739-35-1199 
中西事務局長（奈良県出身）



  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
究
所 

 
･･･ 

和
歌
山
Ｉ
Ｔ
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊 

隊
員
募
集
中･･･ 

 

ネ
ッ
ト
社
会
に
潜
む
危
険
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
、
小

中
校
へ
の
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

・
ケ
ー
タ
イ 

便
利
さ
の
「
光
」
と
「
影
」
と
事
件
の
増
加 

 

・
有
害
情
報
（
子
ど
も
に
悪
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
サ
イ
ト
） 

 

・
ネ
ッ
ト
詐
欺
（
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
・
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
な
ど
） 

 

・
出
あ
い
系
サ
イ
ト
で
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に 

 

・
ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
加
害
者
・
被
害
者
に
な
ら
な
い
よ
う
に 

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
応
援
し
て
頂
け
る
方
、
歓
迎
し
ま
す
。 

                 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
た
つ
む
り
の
会 

         

河
原
代
表
と
石
釜 

                   

                             

  臼井代表理事 

あ

な

た

を

待

っ

て

る

人

が

居

る 

 

情報セキュリティ 
研究所 

TEL 0739-26-7100 
田辺湾を見下ろす絶

景の地に位置する、

情報交流センター

Big・U内にある。 

若
者
の
社
会
的
自
立
支
援
の

た
め
に
、
ピ
ザ
や
パ
ン
を
焼

く
石
釜
を
備
え
た
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
レ
ス
ト
ラ
ン
の
運
営

を
計
画
。
た
く
さ
ん
の
方
々

の
協
力
で
開
店
に
こ
ぎ
着
け

ま
し
た
。（
一
月
中
頃
目
処
）

他
府
県
か
ら
の
移
住
者
の

方
々
が
、
地
元
の
皆
さ
ん
と

の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
私

達
の
活
動
を
支
え
て
下
さ
れ

ば
、
有
り
難
い
で
す
。 

扇
ヶ
浜
の
駐
車
場
、
Ｊ
Ｒ
紀

伊
田
辺
駅
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

徒
歩
約
十
五
分
、
閑
静
な
市

街
に
位
置
し
ま
す
。 

TEL 090-8375-9920

 
 
 
 

↑研究論文の発表風景 ↓白浜町長歓迎挨拶 

 
 ↓ｻｲｴﾝｽｶﾌｪ風景 「材料の話」 

開店間近のｺﾐｭﾆﾃｨﾚｽﾄﾗﾝ 

平成 19年 11月 
第８回白浜ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ 2007（於：ﾎﾃﾙｼｰﾓｱ） 
第１回南紀ｻｲｴﾝｽｶﾌｪ  （於：bigU） 
主催：日本技術士会近畿支部 
協力：Ｉﾀｰﾝ交流ﾌﾟﾗｻﾞ、情報ｾｷｭﾘﾃｨ研究所



  

平
成
二
十
年
十
月
四
日
に
ア
ジ
ア
太
平
洋
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

（
Ａ
Ｔ
Ｃ
）
で
開
催
さ
れ
た
、
認
定NPO

法
人
ふ
る
さ
と
回
帰

支
援
セ
ン
タ
ー
、・
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
フ
ェ
ア
開
催
協
議

会
が
主
催
す
る
「
２
０
０
８
年
ふ
る
さ
と
回
帰
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
大

阪
」
の
「
ふ
る
さ
と
市
場
」
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
菜
の
花
会
様
、

Ｌ
Ｌ
Ｐ
楽
ら
く
紀
州
様
と
共
同
で
出
展
し
ま
し
た
。 

            
 

         

                             

                             

田舎暮らしをもっと楽しく、もっと気らくに！                    

“楽らく紀州”は田舎暮らしの応援団です。 

LLP（有限責任事業組合） 楽らく紀州

 
〒649-1532 和歌山県日高郡印南町印南原６６５－１ 
      TEL & FAX 0738-44-0181 
  http://www.eonet.ne.jp/~rakuraku-kishu 
 

 

２
０
０
８
年
ふ
る
さ
と
回
帰
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
大
阪
に
出
展
し
ま
し
た 

隣が「広島焼き無料サービス」で大人気

だったお陰で、まあまあの成績でした。 

← 

菜
の
花
会 

大
内
さ
ん 

→
楽
ら
く
紀
州 

南
家
さ
ん 

Ｉ
タ
ー
ン
プ
ラ
ザ 

山
際
さ
ん 

第
二
回
『
Ｉ
タ
ー
ン
交
流
座
談
会
ｉ
ｎ
日
高
』
を
開
催
し
ま
す
。 

日時 平成２１年２月１１日（水）14:00～16：00 

内容 

14:00～ 卓話「グリーンリゾート宣言 いこら・デ・日高」 

講師：植田匡博 紀州ビジネスクラブ会長（高知市出身） 

14:30～ 座談会「ふるさと暮らし・楽しみ方のコツ」 

座長：三戸寿雄 ＬＬＰ楽らく紀州スタッフ（北九州市出身） 

場所 
日の岬国民宿舎 駐車場有り、ＪＲ御坊駅から路線バス有り 

 TEL 0738-62-2231 FAX 0738-62-2232 

※参   加   費：５００円（座談会の茶菓代） 
※申込、お問い合せ：ＮＰＯ法人Ｉターン交流プラザ  渥美まで 

    電話・ＦＡＸ 073-494-3350 携帯 090-8533-6614 
主催：NPO法人Ｉターン交流プラザ  http://www16.ocn.ne.jp/~kiju/ 
協力：紀州ビジネスクラブ （ＫＢＣ） http://www.kbc-net.co.jp/ 

ＬＬＰ楽らく紀州  http://www.eonet.ne.jp/~rakuraku-kishu/ 

 

昨年・第一回の模様 Ｉターンの

方、地元の方、３４名が参加 



 
 
 
 
 

人
生
に
彩
り
を
添
え
る
の
は
、 

 
 
 
 
 

様
々
な
情
景
下
で
、
様
々
な
人 

達
に
出
会
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 
 
 
 
 

過
去
を
墨
守
し
て
生
き
る
人
達 

 
 
 
 
 

も
、
そ
れ
は
そ
れ
で
尊
敬
す
べ 

 
 
 
 
 

き
だ
ろ
う
が
、
や
は
り
次
代
を 

 
 
 
 
 

生
き
る
清
新
な
生
き
様
を
選
ん 

 
 
 
 
 

だ
人
達
に
魅
力
を
感
じ
る
。
平
成
二
十
年
九
月
、

古
座
川
・
本
宮
で
、
そ
ん
な
方
達
に
出
会
っ
た
。 

                    

                   

和
歌
山
市
内
か
ら
田
辺
市
本
宮
町
に
移
住
、
本
宮
大
社
近
く

に
七
〇
〇
坪
の
敷
地
を
取
得
、
世
界
遺
産
熊
野
古
道
を
巡
る

若
者
向
け
民
宿
経
営
に
挑
む
。 

 
        

本
宮
大
社
前
町
並
み 

                             

次代を生きる・・・ 
古座川・本宮で出会った人達 

奈良県から古座川へ移住されている森 
さんご夫婦と愛犬（里山道場にて） 

時
々
、
大
阪
へ
都
会

の
空
気
を
吸
い
に
帰

れ
る
し
、
気
候
も
人

情
も
温
か
い
の
が
良

い
。
現
役
の
時
は
、

田
舎
へ
来
て
の
ん
び

り
釣
り
を
楽
し
む
の

が
夢
だ
っ
た
が
、
現

実
に
は
暇
を
持
て
余

し
て
し
ま
う
。 

地
元
で
懇
意
に
さ
せ
て
頂
い
て
い
る

方
の
紹
介
で
、
畑
仕
事
に
挑
戦
し
て

い
る
。
そ
う
い
う
関
係
に
な
る
ま
で

の
、
地
元
の
方
達
と
の
交
流
が
大
切

だ
。 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
で
き
る
の
で
、
情
報
環
境

で
の
不
足
は
無
い
。 

光泉寺の（子授け）大銀杏 一枚岩 

司
馬
さ
ん
が
、
古
座
街

道
を
旅
し
た
の
は
、

年

月

日
、

日
で
あ
る
。 

天
王
寺
駅

午
後

時
発
の
紀
勢
本

線
「
き
の
く
に

号
」

で
南
下
し
、
白
浜
に

泊
し
た
後
、
翌
朝
、
す
さ

み
か
ら
古
座
街
道
に
入

っ
た
。... 

こ
の
古
座
街

道
沿
い
の
家
並
は
、
ほ

と
ん
ど
大
正
期
か
ら
時

間
が
停
止
し
て
い
る
よ

う
に
物
寂
び
て
い
る
。 

司
馬
遼
太
郎
の
風
景 

熊
野
・古
座
街
道
よ
り 

「
す
さ
み
」
か
ら
「
古
座
」
に
か
け
て

の
街
道
復
活
を
願
う
。（
室
さ
ん
父
子
）

自
宅
前
の
休
耕
田
を
ビ
オ
ト
ー
プ
、
野

生
水
生
生
物
の
観
察
場
に
開
放
、
里
山

道
場
を
主
宰
。 TEL090-2704-7002

民宿予定地と山本さん 
電話 0735-42-0800 

 
NPO法人Ｉターン交流プラザ 
紀（K）州への移住（IJU）と、長命の喜寿 

設立年月日 平成１８年９月４日         

認証番号：和歌山県指令Ｎ協第９９号 
和歌山事務所 TEL 090-8533-6614  
和歌山市府中 1011-45 
田辺事務所 TEL (0739)25-2536   
田辺市朝日ヶ丘 10番4号 

事務所 

古座川事務所 TEL (0735)78-0244 
古座川町相瀬 290-2 

ＵＲＬ http://www16.ocn.ne.jp/~kiju/ 
E-mail KIJUsince2006@yahoo.co.jp 

 

里山道場 http://kozagawa.web.fc2.com 

 Ứ Ȼ

ȘȷὭ  

ѓ  

串本町中湊 535 

TEL 0735-72-0046 
FAX 0735-72-0061  

 紀州雑賀党（さいかとう）の流れをくむ先祖をもち、「雑賀屋」の
屋号で江戸時代 初期から代々商家を営み、醸造業（醤油製

造）を経て、大正元年から旅館業を営む。熊野古道大辺路沿い

の古座川下流に位置し、昔ながらのたたずまいを維持しており、訪

れた著名人も多数にのぼる。 


